
Ⅱ　　展望歩道（高飯場南竜ヶ馬場室堂線歩道）、　エ　コ　ー

　　　　ライン（弥陀ヶ原線歩道）の現状と問題点

　Ｉ－１の項でも歩道の現状について若干ふれたが、この項では、植生、地質、土壌及び

荒廃の面から、その現況及び問題点を明らかにする。

　植生の面からみた歩道の保全については、清水、古池委員が、地質、土壌については中

野、東野委員が記述し、荒廃状況については、これまでの調査及び検討委員会での討議等

をもとに、自然保護課、自然保護センターがとりまとめた。

１　植生から見た歩道の保全

（１）ベルトトランセクト調査

清　水　建

は　じ　め　に

　エコーラインは白山の南面、標高2,100mから2.350mの亜高山帯の上部に位置し、南竜

水平道から五葉坂下の弥陀ヶ原に至る2 km弱の登山道である。このコースは、お花畑の多

い尾根コースで景観にすぐれるため通行する登山者も多い。しかし、踏み荒しによる裸 地

化の増大や周辺の崩壊、雨天時には歩道が川の状態に変わり問題も多い。

　そこで、登山道が周囲の植生にどのような彫響を与え、現在登山道周辺の群落はどのよ

うな構造になっているか知るため、以下のような調査を行った。

調査方法（ベルトトランセクト法）

　登山道より歩道の両側にそれぞれ直角に幅1 m長さ8 mの帯状調査区を設け、その内部

に0～1 m、１～2 m、2～3 m、3～4 m、4～5 m、5～6 m、6～7 m、7～8 m

の地点にｌｍ×ｌｍの方形区を設け、それぞれ群落調査（※1）を行った。

　帯状調査区はエコーラインの南竜水平道との分岐点から五葉坂の砂防新道との合流点に

至る区間で（図-2）、歩道に沿い200m間隔で８本設定した。





調査結果

ア．ベルト周辺の植生

　表－２よりベルト１、２は高茎草原（ミヤマキンポウゲーシナノキンバイ群団（※ 2））

であり、３、５、６、７と４の山側には、ササ自然草原（※2）が見られた。４の谷側に

は、オオヒゲガリヤス群落（※3）、８は雪田群落（アオノツガザクラ群団、ハクサンコ

ザクラーショウジョウスゲ群集（※２））が認められる。

イ．種　　数

　各ベルトの道からの距離ごとの方形区の出現種数を表－３、図一４、５、６、７に表わ

した。また、それらの平均を、図―３に示した。図―３によると歩道に近い部分では、若

干種数が減少する傾向が見られた。この傾向は、登山道の谷側で見られ、山側ではあまり

はっきりしない。

　種数変化を各ベルト周囲の群落別にまとめたものが、表－4、図一８である。どの群落

も歩道から遠い枠ほど、種数が多くなっているが、ササ自然草原以外はサンプル数が少な

いため、必ずしもそうなると断定する事はできない。ベルトによっては、変化の仕方にか

なりの違いが見られる。

ウ．種の分布傾向

　距離ごとにそれぞれの種の出現回数をまとめたものが表－４である。この中で特に登山

道沿いで、減少傾向がみられた種は下記のようである。

　コイワカガミ、コバイケイソウ、モミジカラマツ、ネバリノギラン、オオバショリマ、

ミツバオウレン、ショウジョウバカマ、クロマメノキ、クロウスゴ、ミヤマホツツジ、ア

カモノ、アオノツガザクラなどであった。

　逆に登山道沿いで出現回数が増加する種には、コガネギクがあった。また、登山道から

の距離に関係なく出現する種としては以下のものがあった。ショウジョウスゲ、チシマザ

サ、コシジオウレン、タテヤマスゲ、ヒゲノガリヤス、ヒロハノコメススキ、ニッコウキ

スゲ、オオヒゲガリヤス、比較的湿った場所に生育する植物では登山道沿いでの減少傾向

が見られ、また、ササ自然草原の構成種や、ヒロハノコメススキなどイネ科の植物には、

登山道からの距離に関係なく分布する種が多い。オオバコやスズメノカタビラなどの低地

生の雑草の侵入は登山道沿いには見られなかった。















お　わ　り　に

　道路の建設が周囲の植生に及ぼす彫響として亀山（※４、5）は次のように分類してい

る。

　　　ア）工事による直接的破壊　　　　　　イ）道路建設後の環境変化による影響

　　　ウ）道路の自動車交通による影響　　　エ）道路利用者による影響

　このうちウ）を除くア）、イ）、エ）は程度の差はともかく登山道にもあてはまると思われ

る。ア）は刈り払いによる植生の破壊、イ）は日射、風当たりの変化や周辺の乾燥化などに

よる植生の変化、エ）は踏み荒しによる裸地化などが、例として当てはまる。このうちイ）

はかなり広範囲に影響を及ぼすこともあり、本調査でもこれらは充分考え得られるが、今

回は登山道周辺の狭い範囲の群落構造の変化に絞って調査を行った。

　今回の調査では、登山道が群落構造に影響を与える範囲は、周囲3～4 mまでであろう。

このような仮定から（乗鞍岳の車道沿線のハイマツ群落でも5 m程度である。※５、6）

ベルトの長さを8 mにし、１～4 m部分と７～8 m部分を比較し影響圏を推定するのがね

らいであった。しかし、種数平均を取っても、１～8 mまでわずかであるが、種数は増加

傾向にあり、どこまでが影響圏であるか特定することはできなかった。

　この方法で影響圏を考えるには、ベルト当りの方形区数を増やす必要がある。また、ベ

ルトによって種数の変化や出現種、減少種がまちまちであった。これは、ベルトの本数を

増やすか、ベルトの設定場所を意図的に特定条件（群落、傾斜、方位、土壌、その他）の

場所にすることにより、傾向を把握し、その原因を推定できると思われる。指標種を抽出

するなど、解析の方法を変えることも影響圏の把握には必要である。

　なお、広範囲にわたる影響を知るには、大縮尺の現存植生図と原植生図、または、登山

道開通当時の復元植生図の作成、比較が有効であろう。
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（2)白山高山帯歩道周辺の地形と植生配列

古　池　　　博

は　じ　め　に

　白山高山帯歩道整備事業の対象地域、すなわち中部白山地域（別当出合～白山山頂）に

ついては、従来、さまざまな観点から植生調査が実施されてきた。1989年には、登山路周

辺に重点をおいた植生調査が実施され、報告書と大縮尺の植生図（石川県白山自然保護セ

ンター、1990）も公表されているので植生の全般についてはこれにゆずり、ここでは歩道

周辺の地形と植生配列（植生帯状配列）の関連についての調査結果をのべる。

　大地域的な植生帯は気候的な違いを主な要因とするものであるが、ここで対象とするの

はスケールが数ｍから数十ｍ程度の局所的な植生配列である。この植生配列は地形との対

応関係が顕著であるので植生図作成のさいにはしばしばそれが意識的に用いられることが

ある。本報告では、登山路（歩道）の主要地点でこれを横断する線状調査の方法により、

事業対象地域での地形と植生配列の具体的な対応関係の現状をしめす。これは工事に先だ

って工法等を検討するために役立つだけでなく、今後継続的な測定をおこなうことによっ

て、将来、工事の与えた影響を吟味するさいの基礎資料ともなりうるものである。

　植生配列が立地要因と結び付けられた場合には、それは立地系列と呼ばれる。実際に植

生の立地に影響を与える要因は一つではないから、立地系列は多様に交錯することになり、

通常は支配的な要因による立地系列が抽出できるだけである。

　本報告では調査期間が限定されていることから、残念ながら調査結果をしめすことがで

きただけで、立地要因の解析にすすむことはできなかった。このスケールの地形に支配的

な自然営力と踏みつけを主とした人為的作用、ならびにその複合作用の解明が重要である

ことを一般的に指摘するにとどめ、整備事業の基本方向や工法の選択と係わって二、三の

考察を加えたい。

　なお、各地点での地形横断面の測量・作図は石川県白山自然保護センターならびに石川

県環境部自然保護課のかたがたによって行われた。地滑り地の初期状態（1990年）の測定

には金沢大学理学部植物自然史講座の清水建美教授と同研究室の学生のみなさんも参加さ

れた。記して謝意を表する。



調査対象地点ならびに調査方法

　調査地点は、1990年８月、展望歩道ならびにエコーライン上に典型的な９地点を選び、

植生配列の固定調査地点とした。また、地形形成に関係が深い土砂・土地の移動量の目安

を得るため、エコーライン近傍の地滑り地（EK 5）および小河道（EK 6)に各１地点（合

計２地点）を選び、土地と土砂の移動量調査地点とした。合計11地点の概要は表７に掲げ、

図９に図示した。また、杭により現地で現示し、保存・維持することとした。

ア．植生配列

　植生配列の調査地点における調査方法は、歩道（登山路）とほぼ垂直方向に横断線を設

け、河川横断測量の手法により、横断測量をおこなった。すでに明らかにされている植生

凡例（石川県白山自然保護センター、1990）により区分された植生単位の「接ぎ目」を横

断線が横断するたびに、その位置を正確に測量した。

　ほぼ１年後の1991年８月27日～29日、各固定調査地点を再び巡回し、観察をおこない、

顕著な変化の認められる場合には変化を記録することとした。

　付随して、地形形成に関与すると推定される自然営力について、つぎの方法で簡単な観

察（測定をふくむ）をおこなった。

イ．土砂の移動量など

　①地滑り地における地表面ならびに土砂の移動

　　　1990年８月31日、側方滑落崖の外側の草原にそれぞれ固定した２本の杭を結ぶ水平

　　横断線を、頭部滑落崖の下にあらわれた主滑り面上約１ｍの高さに通し、この横断線

　　を滑り面に投彫した線上の土砂・礫にペンキを塗り、初期位置を現示した。横断線の

　　方位は68°に設定した。長径が3 cmを越える礫については、その位置をすべて測定し

　　た。ほぼ、１年後の1991年8月27日、２本の杭を結ぶ横断線の方位、長さ、滑り面上

　　のペイントの形状、ペイントで印を付けられた礫で発見できたものの位置（現在する

　　横断線からの最短距離）を測定した。

　②小河谷における土砂の移動

　　　標記の測定の対象とした小河谷は、横断面図（図1O）に掲げたように上流より流出

　　した礫により高く埋積されたものである。方法は両岸の草原に固定した杭を通る横断

　　線を基準とし、地滑り地おける場合に準じて礫の変位の大きさを測定するものとした。

　③登山路の河道化の状況

　　　調査期間中の1991年８月29日早朝から調査区域内に降雨があり、同日登山路が河道

































化する現象が観察できた。降水量の観測値（室堂）を表９に掲げておく。河道化の観

察地点は、エコーライン上の固定調査地点EK 1から、同登山路と弥陀ヶ原への万才谷

の谷頭が交差する地点までの約200mの区間である。流速はポリスチロールの小片を

流して、その流速を測定して求めた。

結　　果

ア．植生配列

　1990年８月現在で、各固定調査地点の地形横断面図上に植生単位の配列状態を描いたの

が、図11ないし図19の植生配列図である。すでに述べたように、植生の凡例は石川県白山

自然保護センター（1990）の通りとし、凡例番号もこれに一致させてある。便宜のためこ

れを引用し、そのまま再掲しておく（表8）。

　1991年８月現在、顕著な変化は認められていない。

イ．土砂の移動量など

　①地滑り地における地表面ならびに土砂の移動

　　　地滑り地の調査結果は、図20にまとめた。初期状態では、横断線の方位は68°に設

　　定されたが（以下、68横断線という）、１年後の横断線の方位角は69°に変化してい

　　た。 69°方向に変化した横断線（以下、69横断線という）からの礫への最短距離が描

　　かれているが、これより上方は―、下方は＋で区別されている。大局的な傾向として

　　は10m地点で＋から、－への反転が認められる。なお、主滑り面上に付けられたペイ

　　ントの最も上方にあるものを連ねると左上がり（左右の区別は河川の場合に準ずる）

　　となり、方位角はほぼ65°となる。このことは、杭の載っている草原が少なくとも方

　　位にして４°は移動したことを意味し、滑り面に対する最大移動量は少なくともほぼ

　　96cmと見積ることができる。礫の移動状態や横断線の変化はいずれも、この地点では

　　右側の移動量が大きいことをしめした。

②小河谷における土砂の移動

　　小河谷における礫の移動量の調査結果は図21にしめした。礫に残されたペイントの

　痕跡が連続的に薄れているので、やむなく由来の疑わしいものも含めてある。しかし、

　おおよその傾向は反映していると推定される。

③登山路の河道化の状況

　　登山路の河道化の状況は図版11、12に掲げた写真の通りである。固定調査地点EK 1



　　に隣接する、比較的均一な流路0.7mについて測定したところによると、水面の流速

　　は3.3cm/s、幅の平均値は13cm、平均水深1.6cm、平均断面積10.6c㎡、平均流量は35c

　　m3/sであった。先行する数時間内に30mm程度の降雨があった場合のEK 1における特殊

　　な値であるが、一応の目安となりうると考えられるので記録にとどめておきたい。

ウ．調査地点の写真による記録

　それぞれの調査地点ならびに近傍の植生・景観の写真（写真Ｉないし写真65）は図版１

から図版12にまとめて掲げた。

考察ならびに結び

　登山歩道の荒廃や隣接する近傍の植生破壊が拡大していく機構については、すでに白山

弥陀ヶ原の場合について解明がある（石川県環境部、1978）。すなわち、登山者の踏みつ

けが植生を破壊することにより、水による侵食作用を促進し、このことによる歩道の荒廃

が、さらに登山者の歩道外の歩行を促し、ふたたび、植生の踏みつけを招く原因となる、

というものである。この見解が基本的に正しいものであることは、たとえば、弥陀ヶ原を

流域とし、万才谷に流入する小河谷の両岸が植生に被われているのに、その支流の役割を

はたしている弥陀ヶ原のエコーラインの歩道とその両側が荒廃して活発な侵食を受けてい

ることを見ても明かであろう。したがって、すでに明かにされているように、歩道の路面

と植生に対する踏みつけという人為的作用を排除・抑制することが、植生と歩道を保護す

る最も有力な手段である。この踏みつけの排除には２つの方法がある。第１は登山路の廃

止または登山者数の制限である。第２は適当な工法により歩道を整備し、路面ならびに植

生への踏みつけを排除または緩和することである。これに加えて水の侵食作用を抑制する

工事を行うことや路面の整備・植生の復元などをあげることができよう。

　工法の選択にあたって重視すべきことは、その地点における地形形成に影響を及ぼして

いる営力について、慎重な配慮をはらうことである。たとえば、エコーラインのEK 4地点

のある斜面は高茎草原とミヤマハンノキ・ナナカマド類群落の反復する配列が見られるが、

それは、EK 5、EK 6調査地点のデータによってその一端がしめされているように、活発な

地表変助と土砂や礫の運搬のもとで成立している地形であり、それに対応した植生である。

このような場所では強固な剛構造の工作物を設けるよりは、柔軟な構造にし、ひんぱんに

維持管理をおこなうほうがよいであろう。場合によっては、回復期間を考慮した登山路の

定期的な閉鎖や路線の変更も検討すべきである。



　なお、地形の形成に関与する自然の営力の作用やこれに対応する植生の変化の解明には、

相当の期間にわたる観察を必要とするものであるから、設置された固定調査地点における

調査を今後、継続しておこなうことが望まれる。
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